
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ
る
様
々
な
心
身
機
能
の
低
下
）

の
予
防
な
ど
で
す
。
療
養
型
病
院

に
は
、
疾
患
に
よ
る
障
害
が
原
因

で
上
手
に
立
っ
た
り
歩
い
た
り

で
き
な
く
な
っ
た
方
の
他
に
も
、

い
わ
ゆ
る
「
寝
た
き
り
」
の
方
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
長
期
間
身

体
を
動
か
さ
な
く
な
る
と
、
移
動

能
力
の
低
下
や
、
関
節
の
動
き
の

悪
化
、
筋
肉
の
衰
え
に
繋
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
が
も
と
で
、

転
倒
・
転
落
、
痛
み
、
褥
瘡
（
床

ず
れ
）
等
の
二
次
的
障
害
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
理

学
療
法
士
の
介
入
に
よ
り
、
そ
れ

ら
を
予
防
し
、
現
在
の
能
力
を
維

持
・
向
上
す
る
こ
と
で
、
患
者
様

が
よ
り
充
実
し
た
日
常
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。 

リ
ハ
ビ
リ
室
で
の
治
療
だ
け

で
な
く
、
居
室
に
て
関
節
を
動
か

す
運
動
や
、
座
っ
た
り
立
っ
た
り

す
る
練
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。
患 

者
様
と
の
対
話
や
信
頼
関
係
を 

療
養
型
病
院
（
病
床
群
）
は
、

医
療
法
で
定
め
ら
れ
た
療
養
病

床
を
有
し
て
お
り
、
療
養
上
の
管

理
、
看
護
、
医
学
的
管
理
下
の
介

護
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日

常
生
活
の
援
助
や
リ
ハ
ビ
リ
を

行
い
ま
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、
介

護
だ
け
で
な
く
医
療
も
必
要
と

す
る
高
齢
者
が
利
用
す
る
療
養

病
床
を
有
す
る
病
院
の
こ
と
で

す
。 食

事
や
排
泄
、
入
浴
な
ど
の
介

助
が
必
要
な
方
と
、
痰
の
吸
引

や
、
水
分
や
栄
養
を
チ
ュ
ー
ブ
で

胃
に
入
れ
る
胃
瘻
、
鼻
な
ど
か
ら

流
動
食
を
投
与
す
る
経
管
栄
養
、

尿
道
カ
テ
ー
テ
ル
、
酸
素
吸
入
と

い
っ
た
医
療
が
必
要
な
方
が
入

院
可
能
で
す
。 

療
養
型
病
院
で
の
理
学
療
法

士
の
役
割
は
、
患
者
様
の
身
体
機

能
や

A
D

L

（
日
常
生
活
活
動
）

の
維
持
・
向
上
へ
の
働
き
か
け

や
、
廃
用
症
候
群
（
安
静
状
態
が

長
期
に
続
く
こ
と
に
よ
っ
て
起 

大
切
に
し
、
長
期
的
な
関
わ
り
を

見
越
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
心
が

け
、
毎
日
患
者
様
と
共
に
努
力
し

て
い
ま
す
。 

（
写
真
提
供
） 

友
愛
温
泉
病
院 



 

う
生
活
環
境
に
即
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
何
ら
か
の
疾
患
が
原
因
で

身
体
的
・
精
神
的
な
障
害
を
持
つ

方
に
対
し
て
実
施
す
る
在
宅
で

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
の
こ
と
で
す
。
制
度
上
は
病

院
や
診
療
所
等
か
ら
訪
問
す
る

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

と
、
当
事
業
所
の
よ
う
な
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
訪
問
す

る
「
訪
問
看
護
」
が
あ
り
、
私
た

ち
は
訪
問
看
護
の
一
部
と
し
て

理
学
療
法
士
が
訪
問
し
て
い
ま

す
。 訪

問
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー 

が
立
案
す
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
訪
問
を
行
う
介
護
保
険
と

難
病
な
ど
特
定
疾
患
の
方
や
終

末
期
の
方
へ
訪
問
す
る
医
療
保

険
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
当
事

業
所
で
は
約
七
割
の
方
が
介
護

保
険
そ
の
他
約
三
割
が
医
療
保

険
利
用
者
で
す
。 

 
訪
問
に
お
い
て
も
理
学
療
法

士
は
身
体
の
機
能
に
応
じ
て
起

き
上
が
り
や
立
ち
上
が
り
、
歩
行

と
い
っ
た
動
作
方
法
の
提
案
や

練
習
に
て
そ
の
機
能
の
維
持
や

向
上
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

人
ら
し
く
自
宅
で
暮
ら
せ
る
よ 

う
生
活
支
援
を
目
標
に
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
宅
と
い

う
環
境
や
生
活
ス
タ
イ
ル
を
考

え
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
提
供
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
当
事
業
所
は
人

工
呼
吸
器
な
ど
医
療
依
存
の
高

い
方
へ
の
訪
問
や
自
動
車
で
片

道
約
一
時
間
か
か
る
中
山
間
地

へ
の
訪
問
も
実
施
し
て
お
り
、
看

護
師
や
主
治
医
等
の
密
な
連
携

の
も
と
実
施
し
て
い
ま
す
。
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
さ

ん
が
自
宅
や
地
域
で
そ
の
人
ら

し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ 

（
写
真
提
供
） 

南
砺
市
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 



 

噴流で渦を作ったり、気泡を発生させ、患部を温めたり、

マッサージ効果を狙います。血流改善により、捻挫の治療、

骨折による関節の強ばりを和らげる効果があります。 

 

物理療法とは、電気や光線や超音波、温水・冷水の熱などの物理的なエネルギーを利

用し行う、理学療法の一種です。 物理療法の目的は、痛みの緩和、運動療法を効果的

にするための準備、 むくみ・循環の改善などがあります。 

温熱刺激を行うと血管が拡張し、循環が良くなり局所の回復力が高まります。同時に、

筋肉がリラックスし、痛みや炎症を軽減します。 

マイクロ 
ホットパック 

手浴用 足浴用 



 

 

腰を引っ張ったりゆるめ

たりして、伸ばすことに

より首や腰周辺の筋肉の

緊張をとってやわらげ、

安静を保ちます。 

 

電気エネルギーを用いる治療法で、電流、電磁波、電位などが利用されています。電流を

流すと、直接、神経や筋肉などを刺激することができ、血流が改善し、痛みを緩和するこ

とができます。 

赤外線や紫外線を使用し、温熱治療や光刺激、

光化学治療をおこないます。 

温熱効果、筋肉・関節の痛み軽減に利用します。 

【注意点】 

物理療法の適応は、患者さまの症状や時期によって異なります。使用の際は医師の診断

を受け、適切な方法を選び安全に使用して下さい。 

腰椎用 

頸椎用 



 

者
様
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
た

め
に
、
知
識
や
技
術
の
勉
強
は
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
い
て
い
き

ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に
３
年
目

を
迎
え
ま
す
が
、
毎
日
毎
日
一
つ

で
も
新
し
い
こ
と
を
学
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
皆
様
の
笑
顔
の
た
め
に
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
。 

  

高
校
生
の
時
、
医
療
に
携
わ
る

仕
事
が
し
た
い
と
思
い
な
が
ら

何
気
な
く
見
て
い
た
進
路
雑
誌

で
『
理
学
療
法
士
』
と
い
う
職
種

を
知
り
ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
と
い

う
言
葉
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
こ
に
携
わ
る
職
業
に
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
近
く
の
病
院
へ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き
、
実
際
に
理

学
療
法
士
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
を

見
て
、
理
学
療
法
士
に
な
る
と
決

め
ま
し
た
。 

 

臨
床
に
出
て
か
ら
は
、
患
者
様

や
ご
家
族
に
「
先
生
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
に
理
学
療
法
士
と
し
て

の
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。
急
性

期
で
は
機
能
障
害
や
活
動
制
限

に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
が
中
心
で

す
が
、
生
活
期
で
は
残
さ
れ
た
機

能
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
、
そ
の

人
ら
し
い
生
活
を
送
る
の
か
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
支
援
が
あ
る
中
で
、
患
者
様

に
合
っ
た
支
援
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

退
院
さ
れ
た
患
者
様
が
、
時
々

顔
を
見
せ
に
来
て
く
だ
さ
る
こ

と
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
患 

山
崎 

有
子 

富
山
医
療
福
祉
専
門
学
校
卒 

公
立
南
砺
中
央
病
院 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
勤
務 

理
学
療
法
士
歴
３
年
目 

 



 

病
気
や
障
が
い
を
持
っ
た
方
々
と
、

そ
の
ご
家
族
と
と
も
に
が
ん
ば
っ
て

い
き
ま
す
。 

医
療
機
関
だ
け
で
な
く
老
人
保
健
施
設
、
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

教
育
機
関
、
行
政
、
ス
ポ
ー
ツ
機
関
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

起
き
上
が
る
・
座
る
・
立
つ
・
歩
く
な
ど
の
能
力
回
復
を

目
指
す
た
め
理
学
療
法
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
・
職

場
・
地
域
へ
復
帰
す
る
た
め
の
環
境
整
備
や
支
援
を
し
て

い
き
ま
す
。 
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富 山 県 理 学 療 法 士 会 

社団法人  日本理学療法士協会 

〒936-0023 富山県滑川市柳原 149-9 

富山医療福祉専門学校 理学療法学科内 

TEL・FAX．076-476-1716 

URL:http://toyamapt.umin.ne.jp/ 

事務局アドレス:toyamapt-office@umin.ac.jp 

表紙の写真は、脳出血を発症された後の患者

様です。左半身麻痺の後遺症が残りましたが、社

会復帰を目指して、回復期リハビリテーション病

棟にて、担当理学療法士と一緒に歩行練習を頑

張っておられます。 

      （写真提供 八尾総合病院） 

http://toyamapt.umin.ne.jp/

